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17歳の花嫁
おシンさんの嫁入りは６月 11 日、亀ヶ城公園
周辺で開催されました（関連  ４ページ）

１集特

２集特

新生　前後町政始動

つながる糸
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金本久
く

美
み

子
こ

　今後ますます少子高齢化が進んでゆく中で、
今、この町に住んでいる人が幸せだと思える町
を作ることが重要だ。災害下にある現在、風評
被害などに対しては、今後を見据えた大胆な施
策が求められていると思う。
　猪苗代町のために、お年寄りや女性など弱者
と言われる人たちの意見を代弁していきたい。

　本町は現在、東日本大震災や福島第一原発の
事故などの影響により、非常に厳しい情勢を迎
えている。この状況を打破する知恵を出し合い、
町、議会と町民が一体となって取り組んでいく
ことが必要だ。
　旧態依然とした体制に風穴を開けて、新しい
発想を取り入れていけるように頑張りたい。

議員長澤　操
みさお

議員

Profile　　　　　　
1941 年猪苗代町生まれ。日本大学東北工業
高校（現日本大学東北高校）卒。61 年町職員に。
商工観光課長、国体準備室長、水道課長、住
民課長、議会事務局長、公民館長、生涯学習
課長などを歴任。妻寿子さんと２人暮らし。
翁島駅前在住、69 歳。好きな言葉は「和」

Profile　　　　　　
1948 年猪苗代町明円生まれ。
立正大学史学科卒。
好きな言葉は「思いやり」

Profile　　　　　　
1950 年秋田県仙北郡生まれ。
科学技術学園工業高校卒。
座右の銘は「乾

け ん

坤
こ ん

一
い っ

擲
て き

」

　
　
　
　
　

　

４
期
16
年
を
務
め
、
任
期
満
了
と
な
っ
た
津

金
要
雄
町
長
の
不
出
馬
に
よ
り
、
新
人
同
士
の

一
騎
打
ち
と
な
っ
た
町
長
選
は
、
活
力
と
希
望

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
訴
え
る
前
後
氏
が
前

町
議
の
新
人
渡
部
英ひ

で

一い
ち

氏（
59
）＝
無
所
属
＝

に
８
２
４
票
差
を
つ
け
て
勝
利
し
た
。

　

町
議
選
は
、
佐
瀬
真ま

こ
と

氏（
57
）＝
無
所
属
＝
、

佐
藤
悦え

つ

夫お

氏（
59
）＝
無
所
属
＝
、
金
本
久
美

子
氏（
63
）＝
無
所
属
＝
、
長
澤
操
氏（
61
）＝

無
所
属
＝
の
４
人
の
新
人
が
立
候
補
。
と
も
に

２
０
０
０
票
以
上
を
獲
得
し
た
金
本
氏
と
長
澤

氏
が
初
当
選
し
た
。

　

当
日
の
有
権
者
数
は
、
１
万
３
１
３
３
人

（
男
６
１
９
８
人　

女
６
９
３
５
人
）。
町
長
選

の
投
票
者
数
は
９
５
２
１
人（
男
４
４
７
７
人
、

　
　

前
後
町
政
の
最
重
要
課
題
は

　

町
民
総
参
加
の
開
か
れ
た
町
政
の
実
現
と
健

全
で
分
か
り
や
す
い
行
財
政
基
盤
の
確
立
。
こ

れ
が
す
べ
て
の
基
本
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
町
民
か
ら
、
男
女
の
別
な

く
意
見
を
聞
き
、
町
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
。
す
べ
て
の
町
民
が
幸
せ
だ
と
感
じ
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供
し
て
い
く
た
め
、

健
全
で
強
固
な
財
政
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
　

東
日
本
大
震
災
や
そ
の
後
の
風
評
被
害
な

ど
に
対
す
る
今
後
の
取
り
組
み
や
対
策
は

　

風
評
被
害
に
つ
い
て
は
、
首
都
圏
な
ど
で
の

先
行
型
Ｐ
Ｒ
な
ど
で
対
応
し
て
い
く
。
観
光
客

の
減
少
、
農
作
物
の
売
上
不
振
や
低
価
格
化
に

は
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
安
心
・
安
全
を
Ｐ
Ｒ

し
、
回
復
を
図
り
た
い
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど
を
利
用
し
た
、
会
津
若

松
市
や
郡
山
市
の
病
院
と
の
広
域
連
携
に
よ
る

救
援
体
制
の
確
立
は
、
災
害
対
策
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
兼
ね
た
も
の
と
し
て

期
待
で
き
る
。

　
　
「
活
力
と
希
望
あ
ふ
れ
る
町
」を
作
る
た

め
の
重
点
施
策
は

　

多
機
能
型
道
の
駅
の
設
置
を
進
め
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
の
道
の
駅
に
な
か
っ
た
高
規
格
機

能（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
常
設
基
地
や
磐
梯
山
ハ

ザ
ー
ド
対
策
基
地
と
し
て
の
整
備
）を
備
え
た

新
生　

前
後
町
政
始
動

猪
苗
代
町
長
選
挙
と
猪
苗
代
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
６
月
26
日
、

町
内
20
カ
所
の
投
票
所
で
一
斉
に
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。

町
長
選
で
は
前
後
公ひ

ろ
し

氏
が
初
当
選
、

町
議
補
選
で
は
新
人
の
金
本
久く

美み

子こ

氏
と
長
澤
操み

さ
お

氏
が

い
ず
れ
も
初
当
選
し
た
。

津
金
要
雄
町
長
の
後
を
受
け
、
猪
苗
代
号
の
か
じ
を
取
る

前
後
町
政
が
今
、
船
出
の
時
を
迎
え
た
。

施
設
作
り
は
、
観
光
面
の
価
値
だ
け
で
は
な
く
、

町
民
の
安
全
を
守
る
す
べ
て
の
災
害
対
策
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

町
の
振
興
の
た
め
に
は
、
安
定
し
た
雇
用
・

就
労
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。

企
業
の
海
外
進
出
が
進
む
中
で
、
地
方
へ
の
企

業
誘
致
は
大
変
難
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
若
者

の
定
住
促
進
や
少
子
化
対
策
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
問
題
な
の
で
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
。

　

国
際
社
会
に
通
用
す
る
人
材
育
成
の
た
め
、

猪
苗
代
高
校
の
教
育
の
充
実
を
図
る
。
国
際
観

光
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
充
実
と
ス
ポ
ー
ツ
科
の

新
設
で
、全
国
か
ら
生
徒
を
受
け
入
れ
、ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
町
を
目
指
し
た
い
。

　
　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
抱
負
は

　

ま
す
ま
す
進
む
少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
、

幼
児
教
育
や
福
祉
体
制
の
充
実
は
急
務
の
課
題

だ
。
寝
た
き
り
を
防
ぐ
た
め
の
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
や
在
宅
介
護
者
な
ど
に
対
す
る
新
し
い
助

成
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

在
宅
介
護
な
ど
重
い
負
担
を
抱
え
る
高
齢
者

世
帯
や
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
孤
立
し
て
し
ま
う

こ
と
の
な
い
地
域
社
会
と
き
め
細
や
か
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
必
ず
や
り
遂
げ
る
と
い
う

強
い
信
念
を
持
っ
て
町
政
の
執
行
に
あ
た
る
こ

と
を
約
束
す
る
。

Kanemoto KumikoNagasawa Misao

初当選を果たした２議員を紹介

前後公町長

女
５
０
４
４
人
）。
有
効
投
票
数
は
９
３
０
８

票
。
投
票
率
は
72
・
50
％（
男
72
・
23
％
、
女

72
・
73
％
）だ
っ
た
。

活
力
と
希
望
あ
ふ
れ
る
町
に

　

翌
27
日
に
は
、
当
選
し
た
前
後
公
町
長
、
金

本
久
美
子
町
議
会
議
員
と
長
澤
操
町
議
会
議
員

に
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
野
口
輝て

る

也や

委
員
長
か

ら
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
た
。

　

町
役
場
前
で
大
勢
の
支
持
者
や
町
職
員
に
迎

え
ら
れ
初
登
庁
し
た
前
後
町
長
は
、
そ
の
後
就

任
式
に
臨
み
、「
重
要
課
題
が
山
積
し
て
い
る

が
、
活
力
と
希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
全
身
全
霊
を
傾

け
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。
職
員
を
代
表
し
て
土

屋
重し

げ

憲の
り

教
育
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

町
長
選
投
票
率
は
72
・
50
％

一
問
一
答

前
後
公
町
長
に
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の

決
意
と
抱
負
を
聞
く

Zengo Hiroshi
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継
【
つ
ぐ
】

る
子
ど
も
た
ち
の
酌
で
三
三
九
度
の

盃
を
交
わ
し
、
儀
式
は
無
事
に
終
了

し
た
。

　

多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
大
成
功
と

な
っ
た
お
シ
ン
さ
ん
の
嫁
入
り
だ
が
、

開
催
ま
で
順
風
満
帆
と
い
う
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
13
回
目
と
な
る
は
ず

だ
っ
た
昨
年
は
、
事
務
局
を
務
め
る

団
体
が
な
く
な
り
、
中
止
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
。

　
「
町
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
く

た
め
に
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
な
く
し

て
は
な
ら
な
い
」　

　

町
民
有
志
が
立
ち
あ
が
り
昨
年
11

月
、
本
間
昌
儀
さ
ん
を
会
長
に
、
お

シ
ン
さ
ん
の
嫁
入
り
保
存
会
を
立
ち

上
げ
た
。
総
会
の
席
上
で
本
間
会
長

は
「
こ
の
町
に
受
け
継
が
れ
て
き
た

伝
統
と
文
化
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
訴
え
、
伝
統
文
化
の
継
承
を

誓
い
合
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
向
け
、
着
々

と
準
備
を
続
け
て
い
た
矢
先
、
東
日

本
大
震
災
が
町
を
襲
っ
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で

き
る
の
か
。
や
る
べ
き
な
の
か
と
悩

ん
だ
」
と
い
う
本
間
会
長
だ
っ
た
が
、

「
お
シ
ン
さ
ん
の
嫁
入
り
は
、
伝
統

文
化
を
受
け
継
ぐ
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
。

で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
に
や
ろ
う
。

そ
れ
が
復
興
に
も
つ
な
が
る
」
と
開

催
を
決
意
。
４
月
18
日
、
22
年
度
の

総
会
の
席
上
で
開
催
が
決
定
し
た
。

　

本
町
の
昭
和
初
期
の
祝
言（
結
婚

式
）儀
式
を
忠
実
に
再
現
す
る
「
お

シ
ン
さ
ん
の
嫁
入
り
」
は
６
月
11
日
、

亀
ヶ
城
公
園
周
辺
で
開
催
さ
れ
た
。

　

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
年

の
行
列
は
、
あ
い
に
く
の
空
模
様
と

な
っ
た
が
、
小
雨
が
降
る
中
、
多
く

の
観
客
が
訪
れ
た
。

　

嫁
入
り
行
列
は
、
花
火
の
合
図
で

町
む
か
し
体
験
館
を
出
発
。
長
持
ち

歌
を
唄
い
な
が
ら
亀
ヶ
城
公
園
の
中

を
練
り
歩
き
、
中
央
部
分
で「
受
け

取
り
渡
し
」の
儀
式
を
執
り
行
っ
た
。

そ
の
後
、
学
び
い
な
に
場
所
を
移
し

て
結
婚
式
に
あ
た
る「
結
び
」の
儀

式
を
再
現
。
男お

蝶ち
ょ
う

、
女め

蝶ち
ょ
う

と
呼
ば
れ

　

今
回
の
お
シ
ン
さ
ん
の
嫁
入
り
で

は
、
伝
統
文
化
の
継
承
の
た
め
、
配

役
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
渡
部
シ
ン
さ
ん
が
結
婚
し
た
の
は

18
歳
。
そ
れ
な
ら
ば
、
若
い
世
代
に

参
加
し
て
も
ら
お
う
と
猪
苗
代
高
校

の
生
徒
に
出
演
を
依
頼
し
た
。

　

主
役
の
花
嫁
と
花
婿
を
務
め
た
の

は
、
い
ず
れ
も
３
年
生
の
後
藤
あ
や

め
さ
ん（
17
）と
関
一
稀
さ
ん（
18
）。

観
客
か
ら
は「
初
々
し
く
て
い
い
ね
」

「
か
わ
い
い
」と
歓
声
が
上
が
っ
た
。

２
人
を
見
る
た
め
に
、
同
級
生
た
ち

も
駆
け
付
け
た
。

　

震
災
後
、
本
町
に
避
難
し
て
い
る

人
た
ち
に
、
こ
の
町
の
伝
統
文
化
に

触
れ
て
も
ら
お
う
、
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
参
加
者
を
募
集
し
た
。
荷
背

負
い
役
と
し
て
参
加
し
た
浪
江
町
の

小
松
哲
さ
ん（
68
）は
、「
本
番
も
い

い
が
、
リ
ハ
ー
サ
ル
や
練
習
な
ど
で

皆
さ
ん
と
話
す
の
が
楽
し
か
っ
た
」

と
感
想
を
延
べ
た
。

　

町
民
が
自
ら
立
ち
あ
が
り
、
気
付

き
、
動
き
出
し
た
。
世
代
を
超
え
た

縦
の
糸
の
つ
な
が
り
や
地
域
を
超
え

た
横
の
糸
の
つ
な
が
り
が
、
イ
ベ
ン

ト
を
成
功
に
導
い
た
。

　

地
域
の
伝
統
・
文
化
を
継
承
し
て

い
く
こ
と
に
必
要
な
も
の
。
そ
れ
は
、

お
シ
ン
さ
ん
の
嫁
入
り
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
そ
の
も
の
の
中
に
あ
る
。

つながる糸
「この町の伝統を、文化を守りたい」
「この人たちのために何かできることを」
「いつか古里に戻る日まで」　　　　　
いろいろな想いで、人と人がつながる。
人と人とのつながりには、想像を超える力がある。　
そのつながりを大切に育てるように、糸を紡

つ む

いでいこう。
お互いに寄り添い、助け合いながら、
共に歩んでいくために

特集２

お
シ
ン
さ
ん
の
嫁
入
り

最初はすごく緊張したが、終わっ
てほっとした。明日は顔が筋肉痛
になりそう。町の伝統に触れるこ
とができて良かった。

着物は苦しかったけど、何とか慣
れました。たくさんのカメラを向
けられて、どんな顔をしていいか
わからなかったけど、楽しかった。

男蝶を務めた孫と一緒に出演でき
て、いい思い出になりました。町
外から来た友だちも楽しんでくれ
てよかったです。

長持ち歌の節回しが浪江とは違う
ので戸惑いました。本番も楽し
かったが、リハーサルで皆さんと
話しているのも楽しかった。

　東日本大震災の直後は、イベントを実
施していいものか悩んだが、猪苗代の元
気な姿をアピールすること、やれること
を一生懸命やることで復興に寄与したい
と思った。イベントをやって本当によ
かったと思う。
　一度は途絶えかけたが、自分たちが守
り、継承できた伝統をこれからも大切に
していきたい。

Voice

ＦＭで開催を知り、友人と見
に来ました。（小林さん）
わたしの婚礼はこんな感じで
した。（渡部さん）

このイベントは毎年楽しみに
していた。今年は復活してく
れたことと、大勢の人が見に
来てくれたことがうれしかっ
た。ずっと続けてほしい。

「おシンさんの嫁入り保存会」設立総会の様子

嫁
入
り
復
活
に
向
け
て

おシンさんの嫁
入り実行委員会

本間　昌儀
実行委員長

Honma Masayoshi

花婿役　関一
かず

稀
き

さん

仲人役　佐藤町
まち

子
こ

さん 荷背負い役　小松哲
さとし

さん

花嫁役　後藤あやめさん

写 真 左 か ら　 小 林 乃
の

里
り

子
こ

さん、渡部千
ち

万
ま

子
こ

さん、
南雲ひろみさん

佐藤　久
ひ さ

雄
お

さん

　　　シゲ子さん

写真左　小雨が降る中、亀ヶ城公園を進む嫁入り行
　　　　列を、多くの観客が取り囲んだ
写真上　学びいなでは結びの儀式が再現された

受
け
継
が
れ
た
伝
統

出
演
者
か
ら
一
言
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縁
【
え
ん
】

　

日
本
で
も
有
数
の
単
一
口
源
泉
湧

出
量
を
誇
る
本
町
の
中
ノ
沢
・
沼
尻

温
泉
。
そ
の
温
泉
祭
り
は
６
月
18
日
、

中
ノ
沢
温
泉
街
で
開
か
れ
た
。

　

中
ノ
沢
温
泉
神
社
で
の
祭
礼
後
、

吾
妻
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊

パ
レ
ー
ド
や
な
み
え
焼
き
そ
ば
の
振

る
舞
い
、
中
ノ
沢
保
育
所
園
児
に
よ

る
白
虎
隊
剣
舞
や
ち
び
っ
こ
み
こ
し

な
ど
を
繰
り
広
げ
た
。
当
日
は
温
泉

も
無
料
開
放
さ
れ
た
。
夜
は
、
温
泉

流
し
踊
り
で
温
泉
街
を
練
り
歩
き
、

広
場
で
輪
を
作
っ
て
踊
る
な
ど
、
終

日
、
多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
、
現
在
、
中
ノ
沢
地
区
の

温
泉
旅
館
に
は
、
２
０
０
人
以
上
の

浪
江
町
民
が
避
難
し
て
い
る
。

　

温
泉
祭
り
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
は
、
こ
の
人
た
ち
の
た
め
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

話
し
合
っ
た
。
そ
し
て
、「
祭
り
を

き
っ
か
け
に
少
し
で
も
元
気
に
な
っ

て
ほ
し
い
、
笑
顔
を
取
り
戻
し
て
ほ

し
い
」と
、
例
年
７
月
に
開
催
さ
れ

る
祭
り
を
、
１
カ
月
早
め
る
こ
と
を

思
い
つ
い
た
。

　

１
カ
月
早
い
温
泉
祭
り
の
開
催
に

向
け
、
準
備
は
進
ん
だ
。
少
し
で
も

体
を
動
か
す
機
会
に
と
、
祭
り
の
手

伝
い
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
延
べ

１
０
０
人
以
上
の
人
が
事
前
準
備
や

後
片
付
け
に
協
力
し
て
く
れ
た
。
浪

江
町
民
も
、
中
ノ
沢
地
区
の
た
め
に

何
か
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

　

お
互
い
が
お
互
い
の
た
め
を
思
う

気
持
ち
が
、
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

　

そ
の
気
持
ち
は
、
当
日
の
会
場
に

も
あ
ふ
れ
て
い
た
。
浪
江
焼
き
そ
ば

の
店
に
は
、
長
い
行
列
が
で
き
た
。

旅
館
の
法は

っ

被ぴ

を
着
て
、
温
泉
踊
り
の

輪
の
中
に
入
る
人
も
大
勢
い
た
。

　

踊
り
の
最
後
に
は
、
温
泉
祭
り
実

行
委
員
会
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
出

が
あ
っ
た
。
浪
江
町
民
が
古
里
で
踊

れ
な
か
っ
た
相
馬
盆
唄
が
流
れ
出
す

と
会
場
は
騒
然
。
会
場
が
一
体
と

な
っ
て
相
馬
盆
唄
を
踊
り
、
祭
り
を

締
め
く
く
っ
た
。

こ
の
人
た
ち
の
た
め
に

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か―

。

７
月
に
開
催
し
て
い
た
祭
り
を
、６
月
に
開
い
た
。

何
で
も
い
い
か
ら
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
っ
た
。

こ
こ
で
出
会
っ
た
の
は
、
何
か
の
縁

見
え
な
い
糸
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

お
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
が

今
、
重
な
り
合
っ
た

　中ノ沢に避難している浪江町の人たちが、
少しでも早く笑顔を取り戻してくれたら。
私たちはそう考えて、毎年７月末に開催し
ている温泉祭りを１カ月早く開催した。
　何人か手伝いに来てくれればというくら
いの、軽い気持ちで準備に参加してくれ
る人を募ると、100 人以上もの人たちが集
まってくれた。浪江の人たちも、この地区
のために何かできることは無いかと思って
くれていた。
　お互いがお互いのためを思って行動した。
その結果が、昨年と比べて２倍以上の人出
と盛り上がりにつながった。
　参加した人から「気晴らしになった」「久
しぶりに楽しかった」「来年も参加したい」
と言われて、本当にうれしかった。

温泉祭り
実行委員会

氏家　利晃
実行委員長

Ujiie Toshiaki
お
互
い
を
思
い
や
る

地元を懐かしんでくる人たちのためにボ
ランティアで参加した。イベントなどに
参加することで、人に会えるし、新しい
つながりも生まれる。なみえ焼きそばを
食べて、浪江を懐かしんで、元気を出し
てもらいたい。

いた。うれしかった。そのときに感じた
のが、やはり人とのつながりは財産だと
いうこと。イベントは、散り散りに避難
していた人たちが集まるいい機会。私も
今まで会えなかった人に会えた。避難者
の中には、孤独を感じながら生活してい
る人も大勢いる。そういう人たちのため
にも、これからも自分にできる範囲で人
の手伝いをしていきたい。

浪江名物なみえ焼きそばを振る舞った

一次避難所で生活を始めてすぐ、みんな
の元気のために働こうと食事づくりの手
伝いを始めた。多いときには、約 500
人分の食事づくりを指揮し、その活動は、
新聞にも取り上げられた。新聞を見て、
わざわざ避難所を訪ねて来てくれた人も

Voice

井戸川　正
せ い

伸
し ん

さん（58）

浪江町から避難　祭りを手伝った

青田　幸
こ う

栄
え い

さん（78）幸
さ ち

子
こ

さん（68）

写真左　小学生未満の子どもたちによるちびっこみこし
写真上　中の沢保育所の園児らによる白虎隊剣舞
写真下　700 食を振る舞ったなみえ焼きそばには長い行列ができた
写真右　温泉祭りのメーンイベントの一つ、温泉踊り。地区住民と
　　　　避難者が一体となって踊った
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結
【
む
す
ぶ
】

　

富
岡
町
で
も
寮
生
活
を
送
っ

て
い
た
が
、
こ
れ
だ
け
長
い
時

間
一
緒
に
い
る
と
、
み
ん
な
を

取
り
ま
と
め
る
の
が
大
変
な
と

き
も
あ
る
。
し
か
し
、
集
団
行

動
の
中
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く

な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
と
思

う
。
い
つ
も
と
違
う
環
境
の
中

で
も
、
頑
張
っ
て
練
習
を
し
て

き
た
。
こ
の
仲
間
と
と
も
に
８

月
の
全
中
の
優
勝
を
目
指
し
た

い
。（
古
賀
さ
ん
）

　

中
学
生
が
２
カ
月
以
上
も
４

～
６
人
部
屋
で
生
活
を
続
け
て

い
る
。
厳
し
い
と
き
も
あ
る
と

思
う
が
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
と

感
心
し
て
い
る
。（
齋
藤
さ
ん
）

　

飯
舘
村
の
蕨わ

ら
び

平た
い
ら

地
区
は
、
福

島
第
一
原
発
か
ら
30
㌔
圏
内
に

位
置
し
、
計
画
的
避
難
区
域
に

指
定
さ
れ
た
。
地
区
の
住
民
約

１
４
０
人
の
う
ち
、
半
数
近
く

が
現
在
も
ホ
テ
ル
プ
ル
ミ
エ
ー

ル
箕
輪
で
避
難
生
活
を
送
っ
て

い
る
。

　

自
分
た
ち
が
生
活
す
る
ホ
テ

ル
の
清
掃
や
地
区
の
空
き
巣
被

害
を
防
ぐ
見
回
り
活
動
な
ど
、

一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
地
域
で
心
を
一
つ
に
し
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。　

　

二
次
避
難
先
は
ど
こ
に
な
る

か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
な
ど
の
都
合
も
あ
り
、

地
区
住
民
が
ま
と
ま
っ
て
移
動

す
る
の
は
難
し
い
と
い
う
の
が

現
状
だ
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
と
き
だ
か

ら
こ
そ
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

無
く
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

借
り
上
げ
ア
パ
ー
ト
や
仮
設

住
宅
な
ど
、
こ
れ
か
ら
離
れ
離

れ
に
な
っ
て
も
、
お
互
い
に
連

絡
を
取
っ
て
い
き
た
い
と
話
し

て
い
る
。

地
域
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
た
い

逆
境
に
負
け
ず
目
指
す
は
全
国
制
覇

　　　　猪苗代中学校
富岡第一中学校バドミントン部

男子主将
古賀　穂

みのる

さん（３年）

顧問
齋藤　亘

わたる

教諭（39）

　

震
災
後
は
新
潟
県
の
ア
パ
ー

ト
で
生
活
し
て
い
た
が
、
ま
っ

た
く
情
報
が
入
っ
て
こ
な
か
っ

た
。
知
り
合
い
も
お
ら
ず
、
や

る
こ
と
も
な
い
日
々
に
苦
痛
を

感
じ
て
い
た
。

　

双
葉
町
で
花
づ
く
り
を
仕
事

に
し
て
い
た
私
た
ち
は
、
リ
ス

テ
ル
に
移
っ
て
か
ら
、
運
動
が

て
ら
ハ
ー
ブ
園
の
仕
事
を
手
伝

い
始
め
た
。
ハ
ー
ブ
園
の
皆
さ

ん
や
一
緒
に
作
業
を
す
る
人
た

ち
と
話
し
な
が
ら
体
を
動
か
す

こ
と
で
、
落
ち
込
ん
で
い
た
気

持
ち
を
忘
れ
ら
れ
た
。
や
は
り

人
と
の
つ
な
が
り
は
大
事
だ
と

感
じ
た
。

　

今
後
は
白
河
市
の
ア
パ
ー
ト

で
生
活
す
る
。
友
人
や
同
じ
町

内
の
人
た
ち
と
一
緒
だ
と
、
情

報
も
入
る
し
、
相
談
も
で
き
る

の
で
心
強
く
思
う
。

　

生
活
が
落
ち
着
き
、
時
間
が

で
き
た
ら
、
自
分
た
ち
が
世
話

を
し
た
花
の
様
子
を
見
に
、
こ

こ
を
訪
れ
た
い
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
お
世
話
に

な
っ
た
ハ
ー
ブ
園
の
皆
さ
ん
と

の
再
会
が
一
番
の
楽
し
み
だ
。

い
つ
か
ま
た
こ
の
場
所
を
訪
れ
た
い

ホテル内のハーブ園で除草や苗育て
のボランティア活動をする

ホテル内の清掃活動や地区の見回りな
どで、地域のつながりを守る

佐々木　章
あきら

さん（57）孝
た か

子
こ

さん（60）

　                  （双葉町山田地区）

  志賀三
み つ

男
お

  副区長（53）

　    （飯舘村蕨平地区）

全員で協力し合いながら、猪苗代で
合宿生活を送る

館内の清掃は当番制。住民全員が交代で毎日清掃を実施する ハーブ園のバラの剪定作業をする佐々木さん夫妻

私たちは家族や地域と
結び付いているだろうか。
つながっているだろうか。
自分と地域とを結ぶ糸を
手

た

繰
ぐ

り寄せてみよう
地域や人とのつながりを、
結びつきを大切にすること。
それが心の復興への足がかりになる。

興
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
だ
。

　

私
た
ち
は
地
域
と
つ
な
が
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
結
び
つ
い
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
自
分
と
地
域
を
、
自
分
と

誰
か
を
つ
な
ぐ
糸
を
手
繰
り
寄
せ
て

み
よ
う
。

　

こ
の
町
で
避
難
生
活
を
送
る
人
た

ち
も
ま
た
、
家
族
、
地
域
や
仲
間
と

共
に
支
え
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。

　

日
々
の
生
活
や
活
動
を
通
し
て
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
、
人
と
の
結
び

つ
き
を
大
切
に
し
て
い
る
皆
さ
ん
を

紹
介
す
る
。

　

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発

事
故
と
い
う
未
曾
有
の
大
災
害
を
前

に
、
私
た
ち
一
人
一
人
は
あ
ま
り
に

も
無
力
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
家
族
、

地
域
や
仲
間
と
助
け
合
い
、
支
え
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

災
害
か
ら
立
ち
直
っ
た
人
も
、
立

ち
直
れ
な
い
人
も
い
る
。
復
興
へ
の

社
会
的
な
機
運
が
高
ま
る
に
つ
れ
、

災
害
か
ら
立
ち
直
れ
な
い
被
災
者
は
、

孤
立
感
を
強
め
て
い
く
。

　

お
互
い
に
寄
り
添
い
、
支
え
合
い

な
が
ら
共
に
歩
み
、
ま
ず
は
心
の
復チームが一丸となって８月の全中制覇を目指す
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復
興
へ
の
社
会
的
機
運
が
高
ま
れ
ば

高
ま
る
ほ
ど
、
被
災
者
は
、
人
知
れ

ず
孤
立
し
て
ゆ
く
。
優
先
す
べ
き
は

一
人
一
人
の
心
の
復
興
だ
。
消
え
か

か
っ
た
ろ
う
そ
く
に
、
そ
っ
と
添
え

ら
れ
る
手
の
よ
う
に
、
さ
り
げ
な
く
、

で
も
ず
っ
と
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
支

援
が
必
要
だ
。

　

人
と
人
と
の
絆
は
、
し
ば
し
ば
見

え
な
い
糸
に
例
え
ら
れ
る
。
絆
を
作

る
と
い
う
こ
と
は
、
お
互
い
が
糸
の

半
分
ず
つ
を
持
っ
て
歩
み
よ
り
、
そ

れ
を
結
ん
だ
り
、
紡
い
だ
り
す
る
こ

と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

１
本
１
本
の
糸
は
弱
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
世
代
の
つ
な
が
り
と
い
う

縦
糸
や
地
域
の
つ
な
が
り
と
い
う
横

糸
が
重
な
り
合
え
ば
、
も
の
す
ご
く

強
く
て
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
頑
丈

な
絆
が
で
き
る
。

　

災
害
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
に
一
本
の

縦
糸
を
足
せ
ば
プ
ラ
ス
に
で
き
る
。

ま
ず
は
ゆ
っ
く
り
と
１
本
の
糸
を
つ

な
げ
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　

心
の
復
興
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
人
そ

れ
ぞ
れ
だ
。
大
切
な
の
は
、
お
互
い

を
思
い
や
る
気
持
ち
が
、
糸
を
通
し

て
き
ち
ん
と
伝
わ
る
こ
と
。

　

悲
し
み
を
分
か
ち
合
い
、
励
ま
し

合
い
、
助
け
合
え
る
絆
を
作
り
、
そ

れ
を
胸
に
、
共
に
歩
ん
で
い
こ
う
。

特
集
２　

つ
な
が
る
糸　

終
わ
り

　

お
シ
ン
さ
ん
の
嫁
入
り
は
、
今
に

忘
れ
て
い
る
も
の
を
蘇
ら
せ
る
祭
り
。

主
役
は
花
嫁
や
花
婿
か
も
し
れ
な
い

が
、
仲
人
、
料
理
人
や
長
持
ち
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
そ
れ
を
支

え
て
い
る
姿
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
原
点
だ
。

　

そ
れ
が
、
昨
年
一
度
は
な
く
な
っ

た
。
そ
し
て
、
震
災
後
に
復
活
し
た
。

希
薄
に
な
っ
た
地
域
と
の
絆
が
、
震

災
を
機
に
復
活
す
る
…
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
自
体
が
、
現
代
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
映
し
だ
す
鏡
で
あ
る
よ

う
に
思
え
る
。

　

人
は
何
も
か
も
を
失
く
し
た
時
に
、

初
め
て
一
番
大
切
な
も
の
が
見
え
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

復
興
、
復
興
と
急
ぎ
過
ぎ
る
と
、

災
害
か
ら
立
ち
直
れ
て
い
な
い
被
災

者
を
置
き
去
り
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
き
ず
な
】

01_ 行列開始前、裏方さんは出演者の着付けと化粧に大忙し。
裏方さんの働きなくしてこのイベントは成立しない
02_ 今回の振る舞いは、観客にも参加してもらうため、会場
の外で実施された。写真は千本きねで餅をつく出演者ら
03_ 花嫁方、花婿方それぞれの宰領が口上を述べ、荷を引き
継ぐ「受け取り渡し」は行列の見どころの一つ。無事に荷が
引き渡されると、観客からは拍手が送られた
04_ 温泉祭りのちびっこみこし。中ノ沢温泉街に子どもたち
の元気な声が響く
05_ ２年ぶりの行列を一目見ようと、亀ヶ城公園周辺には多
くの観客が訪れた
06_ 第１回の開催から着付けを担当している鈴木とみ子さん。

「長く続けるためには、裏方も世代交代が必要、今回を最後
に後進に道を譲りたい」と話した。
07_ 花嫁と花婿が千本きねでついた餅やお菓子を振る舞う
08_17 歳の花嫁、後藤さんの初々しさは女性に大人気だった
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す
る
高
齢
受
給
者
証
を
、
７
月
下
旬
ご

ろ
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。
８
月

に
な
っ
た
ら
、
新
し
い
受
給
者
証
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

 「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・

 

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
認
定
証

の
有
効
期
限
は
23
年
７
月
31
日
で
す
。

　

８
月
以
降
も
引
き
続
き
認
定
証
が
必

要
な
人
は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す

（
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
区
分
を

再
判
定
し
ま
す
）。

【
70
歳
未
満
の
人
】

　

入
院
し
た
時
の
一
部
負
担
金
が
世
帯

の
限
度
額（
表
３
参
照
）ま
で
と
な
る

こ
の
認
定
証
は
、
７
月
31
日
で
有
効
期

限
が
切
れ
ま
す
。
現
在
交
付
を
受
け
て

い
る
人
も
８
月
に
再
度
申
請
が
必
要
で

す
。
８
月
中
に
申
請
を
し
な
か
っ
た
場

合
、
８
月
以
降
医
療
費
の
窓
口
で
の
支

払
い
は
世
帯
の
限
度
額
ま
で
で
は
な
く
、

３
割
全
額
と
な
り
限
度
額
を
超
え
た
分

は
後
か
ら
高
額
療
養
費
の
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

※
こ
の
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、

国
保
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
が
条
件
で

す
。

【
70
歳
以
上（
高
齢
受
給
者
）の
人
】

　

世
帯
の
国
保
加
入
者（
擬
制
世
帯
主

含
む
）全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
で
あ

る
、
非
課
税
世
帯
の
人
だ
け
を
対
象
に

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
を
病
院
に
提
示
す
る
こ

の
ま
ま
に
せ
ず
、
早
め
に
税
務
課
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
更
新
の
受
給
者
証
な
ど
の

お
知
ら
せ

 

高
齢
受
給
者
証

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
に
交
付
さ

れ
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
は
、
前
年
の

所
得
か
ら
負
担
割
合（
１
割
ま
た
は
３

割
）を
判
定
し
、
毎
年
８
月
１
日
に
更

新
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
８
月
１
日
以
降
使
用

国
民
健
康
保
険
と
は

　

日
本
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
安

心
し
て
病
院
に
か
か
れ
る
よ
う
、
す
べ

て
の
人
が
い
ず
れ
か
の
医
療
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す（
国
民

皆
保
険
制
度
）。

　

健
康
な
人
で
も
、
い
つ
病
気
や
け
が

を
す
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
国
民
健

康
保
険（
以
下
国
保
）は
、
国
保
の
被

保
険
者（
以
下
加
入
者
）が
病
気
や
け

が
を
し
た
時
、
経
済
的
な
負
担
を
少
な

く
し
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

制
度
で
す
。
加
入
者
同
士
が
お
互
い
に

助
け
合
う
、
相
互
扶
助
の
精
神
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

町
国
保
税
の
決
め
方

　

そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
が
病
院
な
ど
で
支
払
う
一

部
負
担
金
や
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を

差
し
引
い
た
分
が
、
保
険
税
と
な
り
ま

（表２）23 年度　国保税率が決定しました（税率の比較）

23 年度 22 年度

医療保険分 後期高齢者
支援金分 介護保険分 医療保険分 後期高齢者

支援金分 介護保険分

所得割　％ 5.85 3.15 2.55 5.73 2.69 1.98
資産割　％ 19.68 10.02 8.89 20.68 9.34 7.97

均等割額　円 20,700 9,800 11,300 21,900 9,200 9,900
平等割額　円 17,400 8,300   6,400 18,900 8,000 5,700

所得割 世帯の所得に応じて計算
資産割 世帯の資産に対して計算

均等割 世帯の加入者数に応じて計算
（加入者１人当たりいくら）

平等割 １世帯にいくらと計算

（表１）世帯の国保税額は次の項目を合計して決定します

※ 65 歳以上の人の介護保険料は、原則として年金から天引き

40 歳未満の人　　　　　  医療保険分　＋　後期高齢者支援分

40 歳以上 65 歳未満の人　医療保険分　＋　後期高齢者支援分　＋　介護保険分

65 歳以上 75 歳未満の人　医療保険分　＋　後期高齢者支援分　　　介護保険料

さらに年齢に応じて次のようになります。（表１－２）

世帯の
年間保険税額

す
。
そ
れ
を
表
１
の
項
目
に
割
り
振
り
、

組
み
合
わ
せ
て
保
険
税
額
が
決
め
ら
れ

ま
す
。

　

本
町
の
国
保
税
率
は
、
表
２
の
よ
う

に
決
定
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
被
保
険

者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
の
影
響

な
ど
で
、
医
療
費
は
増
加
す
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
や
介
護
納
付
金
の
増
額
に
よ
り
、
医

療
保
険
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
分
、
介

護
保
険
分
の
税
率
を
引
き
上
げ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
か
つ
、
今
般
の
景
気
低
迷
や
震

災
の
影
響
な
ど
に
よ
る
所
得
の
落
ち
込

み
を
考
慮
し
、
見
込
ま
れ
る
医
療
費
か

ら
、
本
年
度
の
国
保
税
額
を
試
算
し
た

と
こ
ろ
、
大
幅
に
上
昇
す
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
基
金
を
取

り
崩
し
、
引
き
上
げ
幅
を
最
小
限
に
と

ど
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
率
と
額
は
、
６
月
に
開
催

さ
れ
た
町
議
会
に
提
案
し
、
議
決
さ
れ

て
決
定
し
ま
し
た
。

で
定
期
的
に
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な

ど
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

国
保
税
は
納
期
限
内
に

　

国
保
税
は
、
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま

で
の
８
回
で
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
国
保
税
の
未
納
が
続
く
と
、
期

間
の
短
い
保
険
証
や
窓
口
の
支
払
い
で

医
療
費
の
全
額
を
負
担
す
る
資
格
証
明

書
な
ど
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
納
付
が
困
難
な
と
き
な
ど
は
、
そ

と
で
入
院
時
の
一
部
負
担
金
が
限
度
額

ま
で
と
な
り
、
食
事
代
が
減
額
に
な
り

ま
す
。
入
院
の
予
定
・
心
配
が
あ
る
人

は
役
場
で
申
請
・
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

※
70
歳
以
上
で
こ
の
制
度
に
該
当
し
な

い
課
税
世
帯
の
人
も
、
保
険
証
と
高
齢

受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院

の
窓
口
負
担
を
世
帯
の
限
度
額
ま
で
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」は
、
申
請

し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

入
院
前
の
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
保
険
証　

②
印
鑑

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

国
保
年
金
業
務

☎（
62
）２
１
１
４

上位所得者 150,000 円＋（医療費－ 500,000 円）×１％　『83,400 円』
一　　般   80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）×１％　『44,400 円』

住民税非課税   35,400 円　『24,600 円』

◆１カ月の自己負担限度額

外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者 44,400 円 80,100 円 +（医療費 -267,000
円）×１％　　『44,400 円』

一　　般 12,000 円 44,400 円

低所得者
（住民税非課税）

低Ⅱ
8,000 円

24,600 円
低Ⅰ 15,000 円

◆１カ月の自己負担限度額

※『　』内は、過去 12 カ月に一つの世帯で高額療養費の支給が３回以上あった
場合の、４回目以降の限度額

限
り
あ
る
医
療
費
を
大
切
に

　

22
年
度
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、

20
万
８
３
９
１
円
で
し
た
。

　

国
保
で
診
療
を
受
け
た
と
き
、
皆
さ

ん
の
医
療
費
の
負
担
は
３
割（
15
歳
以

下
の
児
童
お
よ
び
乳
幼
児
は
な
し
、
70

歳
以
上
の
人
は
１
割
ま
た
は
３
割
）で

済
み
ま
す
が
、
残
り
の
医
療
費
は
国
保

か
ら
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
医
療
費
が
増
加
す
れ
ば
国
保

の
財
政
が
苦
し
く
な
り
、
国
保
税
の
増

額
と
い
う
形
で
私
た
ち
自
身
に
は
ね

返
っ
て
き
ま
す
。
医
療
費
の
増
加
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
自
分
に
あ
っ
た
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
検
診
な
ど

国
民
健
康
保
険
の
税
率
が
決
定
し
ま
し
た

今
、助
け
合
い
、

支
え
合
う
と
き

【70 歳未満の人】

【70 歳以上（高齢受給者）の人】

（表３）
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予防接種の種類 対象年齢 回数 接種の方法、注意点など 区分

乳

幼

児

ポリオ ３カ月～７歳６カ月未満 ２回
集団接種です。日程表（右ページ）をご覧ください。
生後３カ月～ 18 カ月が標準的な接種時期です。
※接種の前後 30 分は飲食をしないでください。

集
団
接
種ＢＣＧ ３カ月～６カ月未満 １回 ３～４カ月健診時に接種します。

※接種期間が短いので優先的に接種してください。
三種混合１期

（ ジ フ テ リ ア・ 破 傷
風・百日ぜき）

３カ月～７歳６カ月未満 ４回 ３～８週間の間隔で３回接種し、３回目の 12 ～ 18 カ月後に
４回目を接種。BCG が済んだら接種を開始しましょう。

個

別

接

種

麻しん風しん１期 １歳～２歳未満 １回
麻しん風しんのいずれかにかかったことがある人も混合ワク
チンを接種できます。かかっていないほうのワクチンだけを
接種することも可能です　※ 23 年３月末に、対象者あてに予
診票を送付しています（２期分だけ）。

麻しん風しん２期

小学校入学前年の子ども
（17 年４月２日～

18 年４月１日生まれ）
※接種期限：24 年３月末

１回

日本脳炎１期 ３カ月～７歳６カ月未満
※特例については右ページに記載 ３回 １～４週間の間隔で２回接種し、２回目のおおむね１年後に

３回目を接種。標準的な接種開始年齢は３歳です。

小
学
生

三種混合２期
（ジフテリア・破傷風） 11 歳～ 13 歳未満 １回 11 歳の誕生月に予診票を送付します。

12 歳になる前に接種を受けましょう。

日本脳炎２期 ９歳～ 13 歳未満 １回 １期が完了している人。
※現在は希望する場合だけ接種できます。

中

学

生

麻しん風しん３期

中学１年生
（10 年４月２日～

11 年４月 1 日生まれ）
※接種期限：24 年３月末

1 回
麻しん風しんのいずれかにかかったことがある人も混合ワク
チンを接種できます。かかっていないほうのワクチンだけを
接種することも可能です。　※ 23 年３月末に、対象者あてに
予診票を送付しています。

麻しん風しん４期

高校３年生相当年齢の人
（５年４月２日～

６年４月１日生まれ）
※接種期限：24 年３月末

１回

予防接種について
子どもたちを病気から守る

　予防接種はこれまで、さまざまな病気の流行の防
止に大きな成果をあげてきました。
　感染症がまん延する時代ではなくなった今日で
は、予防接種によって獲得した免疫が、感染症の流
行を抑えていることは忘れられてしまいがちです。
　しかし、国民全体の免疫水準を維持するためにも、
予防接種は非常に重要です。

　お母さんから赤ちゃんに受け継がれた病気に対す
る抵抗力は、赤ちゃんの成長とともに失われていき
ます。予防接種は、ウイルスや細菌の毒性を弱めて

（または死滅させて）作ったワクチンを体内に入れ
ることで、病気から子どもたちを守るための免疫を
作ります。各予防接種の対象年齢などを確認し、忘
れずに受けましょう。

　通常、転入手続きの際に保健福祉課窓口で、もし
くは転入翌月に文書で調査票の記入
をお願いしていますが、７歳までの
子どもがいるにもかかわらず、本町
に転入後、調査票が届いていない人
は、保健福祉課健康づくり業務まで
ご連絡ください。

実施日 該当地区 受付時間 会場
春
季

５月 12 日（木） 今年度は終了しました５月 18 日（水）
秋
季

10 月５日（水） 猪苗代・翁島・長瀬 午後１時 30 分～午後２時 30 分 猪苗代町農村環境改善センター10 月 19 日（水） 千里・月輪・吾妻

予防接種法に基づく予防接種（定期接種）の一覧

　予診票と母子手帳が必要です。

●ポリオ集団接種の日程などについて

　広報６月号の折り込みでお知らせしたとおり、７
年６月～ 19 年４月１日生まれ（今年度の高校１年
生相当の一部から今年度中に５歳になる人）の人は、
日本脳炎の未接種分の接種を受けることができるよ
うになりました。母子手帳を確認し、１期接種（計
３回）が完了していない場合は、公費で接種を受け
ることができますので、母子手帳を持参の上、保健
福祉課健康づくり業務までお越しください。予診票
をお渡しします。
　今年度の小学３・４年生については、６月 17 日
付で個別に通知をしていますので、通知内容をよく
確認して、今年度中に接種を開始してください。
　２期接種を希望する場合は、９歳以上で１期接種
が完了していれば接種できます。
　詳しくは、保健福祉課健康づくり業務まで問い合
わせてください。

　本町では、４月から子宮頸がん・ヒブ・小児用肺
炎球菌の各予防接種に対する費用の一部助成（接種
１回につき、費用の約９割を公費で負担）を開始し
ました。
　子宮頸がん予防接種は、中学１年～高校１年生の
女性、ヒブ・小児用肺炎球菌は生後２カ月以上５歳
未満の乳幼児が費用助成の対象となります。必要な
接種回数は、子宮頸がんが３回、ヒブと肺炎球菌は
最大で４回です（接種を開始した時の年齢で、必要
な接種回数が変わります）。
　詳しくは、保健福祉課健康づくり業務まで問い合
わせてください。
　なお、これらの予防接種は任意接種ですので、ご
家族やかかりつけの医師とよく相談した上で接種を
受けてください。

※該当地区は、当日の接種者数を均等にするための目安です。子どもの体調などを見ながら、都合のいい日を
選んで接種を受けてください。

医療機関名 住　　所 電話番号 定 期
接 種

子宮頸がん
な　ど

 浅見クリニック  字芦原 84-1 （63）2200 ○ ○
 小川医院  字カキ田 393 （62）2132 ○ ○
 かねこ内科・外科クリニック  大字千代田字二百苅 69-2（72）0660 ○ ○
 野﨑医院  大字川桁字西幸野 2191 （66）2245 ○ ―
 マリアクリニック  大字川桁字元寺 2403-1 （66）2700 ○ ○
 矢吹医院  字古城町 99-1 （62）2169 ○ ○
 六角外科泌尿器科医院  字本町 44 （62）2640 ○ ○

●予防接種実施医療機関　※事前に予約をしてください。

※福島県広域予防接種を実施している医療機関であれば、町外でも接種ができます。
　町外での接種を希望する場合は、事前に接種を予定している医療機関か保健福祉
課に問い合わせてください。

②接種をする時に気になること、子どもの体調、
基礎疾患やアレルギーなどについては、必ず医師
に伝えてください。
③予診票を無くした場合は、母子手帳を持って保
健福祉課までおいでください。接種履歴を確認し
た上で、新たに予診票を配布します。

①予防接種には接種回数や接種間隔など、さまざ
まな決まりがあります。町からの通知や予防接種
手帳などをよく読み、予防接種の必要性や副反応
などについて、十分納得した上でそれぞれの接種
を受けてください。

●予防接種の意義 ●予防接種を受けましょう

～ 23 年度版～

●転入した人へ
　（7 歳までの子どもがいる人）

●予防接種に必要なもの

　本町に転入する前の、お子さんの接種履歴を調査
票で確認の上、必要な予診票を配布します。

●日本脳炎の特例について ●子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌の
　予防接種について（任意接種）

◆注意事項 ― notice ―

■問い合わせ先　保健福祉課　☎（62）2115
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A N
       被災者へ届け猪高生の善意
　猪苗代高校の生徒会とＪＲＣ委員会による日本赤
十字社への義援金贈呈式は５月 30 日、町役場で執
り行われました。
　この日は生徒会の大川原伸

の ぶ

幸
ゆ き

生徒会長、ＪＲＣ委
員会の武藤美

み

侑
ゆ う

委員長らの生徒代表 5 人と荒井一
か ず

成
な り

校長、豊澤徹
て つ

也
や

教諭が町役場を訪れ、義援金を集
めるに至った経緯などを説明。全校生徒 211 人の
思いが詰まった浄財 33,534 円が日赤会津地区猪苗
代町分区の区長である津金町長に手渡されました。
　津金町長は「生徒の皆さんのコツコツと積み重ね
た努力の結晶、温かい気持ちが被災者の皆さんに伝
わるように、必ず届けます。その心を忘れずに、立
派な社会人になってください」とお礼の言葉を述べ
ました。
　浄財は日本赤十字社を通じて被災者支援のために
使われます。

写真上　全校生を代表し、津
金町長に浄財を手渡す大川
原生徒会長（左から２人目）、
武藤委員長（同４人目）ら５
人の生徒代表
写真下　猪高生の善意が詰
まった義援金の一部

　 みんなで学ぼう交通ルール
　クロネコヤマト交通教室は６月 27 日、町内の３
保育所で実施されました。
　この教室は、子どものうちから安全教育を徹底し
ていくためにヤマト運輸（株）が毎年開催している
もの。この日は会津地区の各営業所の安全委員など
12 人が 3 班編成で各保育所を訪問しました。
　猪苗代保育所で指導に当たった古河雄

ゆ う

二
じ

さん（磐
梯高原センター）ら 4 人は、車の周りで遊ぶことや
車の下に入る危険性を人形などを使って説明。２人
１組になった園児らに、横断歩道を渡る際の注意点
などを指導しました。
　実際に横断歩道を歩く練習に挑戦したさくらＡ
組の長谷川楓

かえで

さんと佐藤靖
や す

華
か

さんは、「練習をして、
左右を見ることや手を上げることなど道路の渡り方
がわかりました。道路を歩くときは気をつけるよう
にします」と元気良く答えました。

写真上　遊戯室内に設けた横
断歩道で練習をする長谷川さ
ん（左）と佐藤さん（右）
写真下　「どっち見るんだっ
け」と、子どもたちと同じ目
線の高さで交通ルールを指導
する古河さん

スクールトピックス ＆ ニュース INAWASHIRO

      日頃の感謝の気持ちを込めて
　長瀬小学校児童会の代表委員らは６月７日、花を
植えたプランターを、町内の各施設に配りました。
この活動は、町内の美化と児童たちの地域への感謝
を表す行動として、毎年実施されてきたものです。
　配布は４年生から６年生までの児童会代表委員６
人が、３班２人ずつに分かれて実施。町役場、いな
わしろホーム、郵便局や駅など 10 カ所以上にプラ
ンターを配りました。
　児童会担当の栗田幸

さ ち

子
こ

教諭は「児童会の子どもた
ちは自主的に活動することが好き。皆さんに喜んで
ほしいと自分たちで配布先を決め、電話をして、届
けに行く。そういうところが素晴らしいと思います」
と児童たちの活動をたたえました。
　児童会の代表委員の江尻由

ゆ う

羅
ら

さん（６年）と佐藤
美

み

澄
す み

さん（同）は「自分たちが植えた花で町がきれい
になればうれしい」と話しました。

写真上　プランターを持って
役場を訪れた（左から）小椋
たけ子教諭と児童会の江尻さ
ん、佐藤さん
写真下　町役場に届けられた
花は、正面玄関で来庁者の目
を楽しませています

　  ６小学校に農業教材を寄贈
　町内６小学校の５年生への補助教材贈呈式は６月
１日、町役場で執り行われ「農業とわたしたちのく
らし」「とびだせ未来へ！みんなの大地・森・海の
めぐみ」などの補助教材 230 冊が寄贈されました。
　寄贈は、農業啓発活動の一環として 20 年度から
補助教材を提供しているＪＡあいづの取り組みによ
るもので、式には鹿目光

こ う

一
い ち

代表専務理事、鈴木壽
と し

彦
ひ こ

営農企画課長、営農企画課の岩渕典
の り

子
こ

さんら３人が
出席しました。
　鹿目専務は「この教材を利用して、農業の大切さ、
食べ物の大切さを学んでほしい」と猪苗代小学校５
年生の中村輝

て る

さんと久米本哲
て つ

夫
お

校長に教材を手渡し
ました。
　教材を受け取った中村さんは「ありがとうござい
ます。この教材でしっかり勉強します」とお礼の言
葉を述べました。

写真上　猪苗代小学校５年生
の中村さん（中央）に補助教
材を手渡す鹿目専務（左）と
見守る久米本校長（右）
写真下　町内の５年生に配布
された補助教材「農業とわた
したちのくらし」

lementary schoolE

D

ursery schoolN

igh schoolH lementary schoolE
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

　福島県スポーツ民謡連盟猪苗代支部（菊地和
か ず

子
こ

代表）の会員ら
17 人は５月 31 日、会津若松市のナリ会津カントリークラブを
訪れ、大熊町から同クラブに避難している大熊町民約 60 人を慰
問しました。
　「大熊町からこちらに来て避難生活を送る人たちに、踊りを見
て少しでも元気になってほしい」と話す菊地代表。「猪苗代音頭」
や「会津ってとこはいいとこさ」など７曲を披露し、最後の１曲
では、避難者の皆さんと一緒に会津磐梯山を踊って避難者を元気
付けました。

スポーツ民謡を見て元気を
猪苗代町スポーツ民謡が慰問活動

大熊町民の前で猪苗代音頭などを披露するメンバーら

　町高齢者スポーツ大会は６月 17 日、カメリーナで開催されま
した。町と町老人クラブ連合会が主催するこの大会には、町内６
地区から約 250 人が出場、各地区の参加者から仲間に対する声
援が上がり、カメリーナ中に響き渡りました。
　参加者らは、１人のモデルをみんなで着替えさせる「ファッショ
ンショー」、キンボールという大玉を転がす「キン転がし」やラグ
ビーボールを棒で転がして進む「豚追い競走」など 12 種目に挑み、
仲間たちと一緒に心地よい汗を流しました。
　地区別では、ことしも翁島地区が優勝。連覇を果たしました。

仲間と一緒に心地よい汗を
第32回高齢者スポーツ大会を開催

元気いっぱいな様子でキン転がしに挑む参加者ら

　23 年度の町民健康マラソン大会は 6 月 26 日、町民運動公園
で開かれ、小・中学生を中心に 468 人が健脚を競いました。
　昨年に引き続き、本年も雨模様となってしまいましたが、参加
者たちは雨に負けない力強い足取りでコースを駆け抜けました。
　子どもと大人が入り交ってのマッチレースを繰り広げる人気種
目の親子競争やリレーマラソンには 67 組が参加。雨の中を応援
に駆け付けた家族などから盛んに声援が飛びました。
　会場では、町食生活改善推進委員らにより豚汁が振る舞われ、
選手や応援に訪れた家族たちから好評を博しました。

雨の中、頑張る姿に大声援
町民健康マラソン大会で健脚競う

雨の中を元気いっぱいに走る小学生たち

　音楽、スポーツや食のイベントを通して、本県の素晴らしさ
を内外に発信するイベント「GAMBARUZO! ふくしま　２Days 
in いなわしろ」は６月４、５の両日、ホテルリステル猪苗代を
メーン会場に開催されました。溝畑宏

ひろし

観光庁長官やしゃくなげ
大使の福留功

の り

男
お

さんも参加した猪苗代湖畔チャリティーウォー
ク、元 BOOWY のドラマー高橋まことさんをホストに開催した

「GAMBARUZO! ライブ」、フリースタイルスキー世界選手権猪苗
代大会のモーグル会場を逆走するマラソン大会、ふくしま物産展
や花火大会などに多くの人が訪れ、イベントを満喫しました。

福島の中心で復興を目指す
本町を会場に復興イベントを開催

磐梯山を眺めながらゴールを目指す参加者ら

　会津信用金庫（本店・会津若松市、星幹
み き

夫
お

理事長）の星幸
ゆ き

雄
お

常
務理事、石井通

み ち

雄
お

猪苗代支店長と総合企画部の堀越修
おさむ

さんら 3
人は 6 月 15 日、町役場を訪れ、緊急時に有効に活用してほしい
と自動体外式徐細動器（ＡＥＤ）を寄贈しました。寄贈は今年３
月に創立 70 周年を迎えた同信金が、記念事業の一環として実施
したもの。18 の支店があるすべての市町村にＡＥＤを贈りました。
　目録を受け取った津金町長は「救命救急は初動が大切。職員も
救急救命講習を受けている。万一に備えて、安心安全な地域づく
りのために活用したい」と感謝の言葉を述べました。

会津信用金庫がＡＥＤ寄贈
設立70周年記念事業の一環として

左から津金町長、星常務理事、石井支店長

　本町出身の歌手、宇月東
あづま

さんと津金久
ひ さ

子
こ

さんによる「がんばろ
うコンサート」は６月 19 日、学びいなで開催され、招待された
避難者 200 人を含む約 400 人が叙情歌やオペラの歌声に酔いし
れました。アンコールでは、観客と一緒に童謡「ふるさと」を熱唱。

「涙で歌えなかった」と話す避難者もいました。
　このコンサートは、宇月さん、津金さんとピアニストの大坪由
里さんが、被災者に楽しいひとときを提供したいと企画したもの。
　コンサート終了後、宇月さんら３人は、町役場に収益金と会場
で募った募金 74,430 円を寄贈しました。

歌手２人が歌で被災者激励
がんばろうコンサート開催される

左から大坪さん、津金さん、宇月さん
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「小さなことにも幸せを感じてくれるような、心の豊
かな子どもに育ってほしい」。パパとママはそう言っ
て遙斗くんをやさしく見つめます。

ታ᭍ȺȦɦȾȴɂ

　

最
近
は「
マ
ル
・
マ
ル
・

モ
リ
・
モ
リ
！
」に
ハ
マ
っ

て
い
る
と
い
う
遙
斗
く
ん
。

こ
の
曲
が
聞
こ
え
る
と
眠
っ

て
い
て
も
跳
び
起
き
、
テ
レ

ビ
の
前
で
踊
る
そ
う
で
す
。

　
「
す
べ
て
が
か
わ
い
く
て

し
ょ
う
が
な
い
」と
話
す
イ

ク
メ
ン
の
貴
之
さ
ん
は
、
仕

事
か
ら
帰
る
と
、
遙
斗
く
ん

と
お
風
呂
、
ミ
ル
ク
や
ご
飯

を
済
ま
せ
、
寝
か
し
つ
け
る

の
も
自
分
と
い
う
徹
底
ぶ
り
。

マ
マ
の
布
紗
子
さ
ん
も「
か

な
り
助
か
り
ま
す
ね
」と
笑

顔
を
見
せ
ま
す
。

　
「
昨
日
は
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
、
今
日
は
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
毎
日
の
成
長
が

す
ご
く
楽
し
み
で
す
」と
い

う
布
紗
子
さ
ん
と「
早
く
親

子
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
し

た
い
」と
笑
う
貴
之
さ
ん
。

　

両
親
の
思
い
を
知
っ
て
か

知
ら
ず
か
、
遙
斗
く
ん
も
二

人
を
ニ
コ
ニ
コ
と
見
つ
め
返

し
て
い
ま
し
た
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

Hello in the smile

ɿ˂ɹʵጳ̿Circle introduction

　

学
び
い
な
の
横
に
あ
る
ビ

オ
ト
ー
プ
で
は
、
間
も
な
く

さ
ぎ
草
が
咲
く
季
節
を
迎
え

ま
す
。
空
を
飛
ぶ
白
サ
ギ
の

よ
う
な
き
れ
い
な
花
を
咲

か
せ
る
町
の
花「
さ
ぎ
草
」。

そ
ん
な
さ
ぎ
草
に
魅
せ
ら
れ

た
会
員
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た

の
が
、
猪
苗
代
町
さ
ぎ
草
を

育
て
る
会
で
す
。

　

現
在
、
会
員
は
約
20
人
。

ビ
オ
ト
ー
プ
へ
の
さ
ぎ
草
の

植
花
や
亀
ヶ
城
公
園
の
周
辺

環
境
の
整
備
な
ど
を
中
心
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
き
っ
か
け
は
何
で
も
い

い
。
環
境
整
備
な
ど
に
参
加

し
、
自
分
が
亀
ヶ
城
公
園
を

作
っ
て
い
る
よ
う
な
楽
し
さ

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」と
話

す
の
は
中
村
正た

だ
し

事
務
局
長
。

　

本
田
嗣
之
会
長
は「
一
緒

に
美
し
い
猪
苗
代
を
作
っ
て

い
く
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
活

動
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
団
体
を
募

集
し
ま
す
。
希
望
す
る
団
体

は
広
報
担
当
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

ίϧȳɛɝ Health information

子どもと親の健康のために

パパ、ママと一緒にポーズ

平成 22 年７月生まれ
～三城潟　　
貴
た か

之
ゆ き

さん・布
ふ

紗
さ

子
こ

さん夫婦の長男

野口　遙
は る

斗
と

　くん

写真はビオトープにさぎ草の球根を植えた時の様子（5 月）

（写真左）亀ヶ城公園で作業にあたる会員の皆さん。同園の草木は
ほとんどがこうしたボランティアの手によって植えられたもの

（写真右）「一緒に美しい町を作る会員を募集中」と話す本田会長
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け
な
い
と
必
死
に
こ
ら
え
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
で
も
、

無
理
を
し
て
子
ど
も
に
元
気

な
様
子
を
見
せ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

泣
く
、
弱
音
を
吐
く
、
愚

痴
を
こ
ぼ
す
な
ど
で
、
大
人

も
元
気
を
取
り
戻
し
た
り
、

楽
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
不

安
で
た
ま
ら
な
い
時
に
は
、

気
持
ち
を
聞
い
て
も
ら
っ
た

り
、
誰
か
に
抱
き
し
め
て
も

ら
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
育
て
の
不
安
な
ど
が
解

決
で
き
な
い
時
は
、
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　
　
　
　
　
　

☎（
62
）２
１
１
５

げ
る
と
、
安
心
感
が
伝
わ
り

や
す
い
で
す
。
ま
た
、
ゆ
っ

た
り
し
た
雰
囲
気
で
絵
本
を

読
み
聞
か
せ
た
り
、
歌
っ
た

り
、
遊
ん
だ
り
し
て
、
子
ど

も
の
心
を
優
し
く
包
み
込
ん

で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

気
持
ち
に
耳
を
傾
け
る

　

親
に
寄
り
添
っ
て
も
ら
っ

て
安
心
す
る
と
、
子
ど
も
は

心
に
た
め
て
い
た
気
持
ち
や

ス
ト
レ
ス
を
吐
き
出
そ
う
と

し
ま
す
。
言
葉
で
訴
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
し
、
泣
く
と

い
う
行
為
で
訴
え
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。

　

泣
く
場
合
に
は
、
無
理
に

止
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
き
な
震
災
の
後
、
お
子

さ
ん
の
様
子
は
い
か
が
で
す

か
。
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん

も
、
地
震
の
被
害
や
放
射
線

へ
の
不
安
で
、
心
配
な
日
々

を
過
ご
し
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

地
震
を
防
い
だ
り
、
放
射

性
物
質
を
完
全
に
な
く
し
た

り
す
る
こ
と
は
、
残
念
な
が

ら
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
子

ど
も
や
親
自
身
の
不
安
な
心

を
少
し
和
ら
げ
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。
普
段
の
子
育
て
で

も
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
ぜ

ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
抱
き
し
め
る

　

親
と
し
て
何
を
し
て
あ
げ

ら
れ
る
だ
ろ
う
と
、
あ
ま
り

迷
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
親
が
一
緒
に
い
る
」
と
い

う
だ
け
で
、
子
ど
も
は
安
心

で
き
る
の
で
す
。「
パ
パ
や

マ
マ
が
一
緒
に
い
る
か
ら
安

心
だ
よ
」と
い
う
気
持
ち
を

言
葉
や
態
度
で
伝
え
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

　

抱
き
し
め
た
り
手
を
握
っ

た
り
し
て
、
体
に
触
れ
て
あ

お
お
ら
か
に
、
に
こ
や
か
に
、

よ
し
よ
し
と
な
だ
め
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
が
お
び
え
て
い

る
場
合
も
「
怖
く
な
い
よ
」

「
平
気
だ
よ
」
と
慰
め
る
の

は
、
気
持
ち
を
否
定
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
怖

か
っ
た
ね
」「
心
配
だ
ね
」
と
、

ま
ず
は
共
感
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

親
子
遊
び
に
よ
る
癒
し

　

親
子
で
楽
し
く
、
時
に
は

取
っ
組
み
合
っ
て
遊
ぶ
こ
と

も
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
な

が
ら
き
ず
な
を
強
め
る
方
法

の
一
つ
で
す
。
夢
中
で
遊
ん

だ
後
は
、
親
の
ほ
う
も
す
っ

き
り
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
、

癒
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
の
屈
託
の
な
い
笑

顔
は
、
不
安
な
心
に
差
し
込

む
光
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
親
が
子
供

か
ら
も
ら
え
る
元
気
も
い
っ

ぱ
い
あ
る
も
の
で
す
。
子
ど

も
と
遊
ぶ
、
笑
顔
を
見
つ
め

る
、
肌
の
ぬ
く
も
り
を
味
わ

う
…
。
お
互
い
に
親
子
で
あ

る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
実

感
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

子
ど
も
の
た
め
に
も

自
分
の
心
の
ケ
ア
を

　

子
ど
も
は
と
て
も
親
思
い
。

親
に
元
気
が
な
い
と
、
心
配

に
な
っ
て
、
子
ど
も
も
元
気

が
な
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も

の
た
め
に
も
、
自
分
の
た
め

に
も
、
あ
な
た
自
身
を
大
切

に
い
た
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

悲
し
み
や
不
安
と
い
っ
た

気
持
ち
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
た
ら
、
そ
の
気
持
ち
一
つ

一
つ
に
対
し
て
「
そ
う
い
う

時
も
あ
る
よ
ね
」
と
声
を
掛

け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
前
で
は
怖
が
っ

た
り
、
泣
い
た
り
し
て
は
い
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教育委員会だより

  ■猪苗代町体験交流館■ Mail   mana@town.inawashiro.fukushima.jp
TEL  0242-72-0180　FAX  0242-62-5350教育委員会生涯学習課

生涯学習課からのお知らせ

 

教
育
委
員
会
コ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　

～
第
十
五
回
～

　
「
陽
は
瓦が

礫れ
き

の
山
か
ら
登
り
瓦
礫
の
中
に
沈
ん

だ
」
戦
争
直
後
の
情
景
を
、
作
家
野
坂
昭あ

き

如ゆ
き

は
こ

う
表
現
し
た
。

　

単
純
に
は
比
較
で
き
な
い
が
、
こ
の
た
び
の
東

日
本
大
震
災
は
、
い
く
つ
か
の
部
分
で
は
戦
争
を

も
は
る
か
に
し
の
ぐ
、
未み

曾ぞ

有う

の
災
害
で
あ
る
。

福
島
原
発
の
事
故
も
加
わ
り
、
全
国
規
模
で
人
々

を
落
胆
さ
せ
、
不
安
に
陥

お
と
し
い

れ
て
い
る
。

　

原
発
事
故
の
誘
因
は
自
然
災
害
に
あ
る
に
し
て

も
、
現
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
粋
を
駆
使
し
た
は
ず

の
施
設
が
も
ろ
く
も
崩
れ
た
の
は
、
人
災
以
外
の

何
も
の
で
も
な
い
。
最
先
端
の
技
術
は
、
宇
宙
や

生
命
誕
生
の
淵え

ん

源げ
ん

に
ま
で
迫
ろ
う
と
す
る
か
の
よ

う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
実
は
地
球
物
理
学
の
ご

く
狭
い
範
囲
に
絞
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
だ
。
原
発
事
故
の
対
応
を
見
て
も
明
ら
か
だ
し
、

地
震
予
知
す
ら
満
足
に
で
き
な
い
。

　

人
間
の
叡え

い

智ち

な
ど
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
自
然

の
脅
威
の
前
で
は
い
か
に
も
小
さ
い
の
で
あ
る
。

今
な
お
多
く
の
人
々
が
、
塗と

炭た
ん

の
苦
し
み
の
中
で

頑
張
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
必
ず
や
近
い
う

ち
に
立
ち
直
っ
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
た
い
。

　

復
興
は
、
衣
・
食
・
住
、
教
育
と
言
わ
れ
る
。

次
代
を
担
う
若
者
へ
の
教
育
を
止
め
て
は
な
ら
な

い
。
３
月
中
に
町
教
育
委
員
会
が
開
催
し
た
カ
メ

リ
ー
ナ
の
学
習
会
で
は
、
町
内
各
校
か
ら
学
用
品

や
教
師
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
多
く
の
協
力
を

頂
い
た
。
連
日
、
避
難
者
子
弟
の
児
童
生
徒
30
人

ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
、
元
気
に
学
習
し
て
い
た
。

（
土
屋
）　学びいな東側のビオトープでは、この町に蛍を呼び戻

すための活動が実施されています。活動は着実に実を結
んでおり、年々多くの蛍が飛び交う姿を目にするように
なってきました。今回は、主に平家ボタルを観賞すると
ともに、星空観賞会も同時に開催します。
　学びいなの中の展示ホールでは、ホタルの育成水槽や
ホタルの一生を学べるパネルを展示していますので、ぜ
ひ、併せてご覧ください。
●日　時：７月 16 日（土）午後７時 30 分～午後９時
　雨天の場合は、翌日の７月 17 日（日）に順延
●集合場所：学びいな　Ｃ研修室　●料　金：無料
●主　催：いなわしろに蛍を呼び戻そう会
●問い合わせ先：☎（64）2509（事務局・小橋）

　ことしで 17 回目を迎えた町民登山教室は、吾妻連峰、
東吾妻山の隣りにある駕

か

篭
ご

山を目指します。駕篭山は、
登山者が少ない静かな山です。猪苗代山岳会員と一緒に、
山の花を愛でながら、楽しく登ってみませんか。
皆さんの参加をお待ちしています。
●日　時：８月６日（土）　午前 7 時 15 分学びいな集合
●場　所：駕篭山（標高 1,786㍍）
●コース：学びいな（午前７時 30 分）～浄土平～姥神像
　～駕篭山～鎌沼～酸ヶ平～浄土平～学びいな　（午後５
　時予定）
●参加料：1,000 円（交通費、保険料）
●参加資格：往復６時間程度の山道を歩ける、登山に慣
　れた健康な人
●装　備：登山に適した靴と服装、帽子、手袋等を着用
●持ち物：昼食、飲料水、雨具（上下別なもの）、常用
　している薬、ゴミ袋、健康保険証のコピー
●定　員：先着 15 人

　日ごろ、なかなか言葉に表せないような自分の想いを
手紙に託し、親子のきずなを見つめ直してみませんか。

「母から子への手紙コンテスト」では、皆さんのご応募
をお待ちしています。
●募集期間：７月１日（金）～９月 30 日（金）
　当日消印有効
●対　象：「お母さん」なら、どなたでも応募できます。
●応募方法：400 字以内の作品を書き、氏名、住所、年齢、
　職業、電話番号を明記の上、封書で郵送してください。
　郵送に便利な専用応募用紙もありますので、ぜひご利
　用ください。一人何作品でも応募できますが、封書１
　通につき１作品に限ります。また、入賞はその中の最
　上位１編のみとします。応募作品は返却できませんの
　で、あらかじめご了承ください。
●表　彰：大賞（賞金 10 万円 / １編）、準大賞（賞金５
　万円 /1 編）、優秀賞（賞金１万円 / ７編）、佳作（賞金
　５千円 / 数編）、特別賞 / 郵政事業株式会社賞（賞金１
　万円と記念品 / １編）
　そのほか、入賞者全員にふるさと産品などを進呈
●発　表：11 月中旬に入賞者だけに連絡します。
　※報道機関などが直接連絡する場合もあります。
　入賞作品は、内容、氏名、年齢、住所（市区町村名まで）
　や職業などが本やメディアなどで発表される場合があ
　ります。詳しい内容は専用応募用紙にも記載してあり
　ます。応募、問い合わせや専用応募用紙の請求などは
　下記にお願いします。
●主　催：「猪苗代町絆
　づくり実行委員会」
　〒 969-3123
　猪苗代町字鶴田 141-1
　町体験交流館内
　☎（72）0180

　　　　　　　　　　2011　学びいな夏祭りを開催します

■母から子へ…　想いを込めて
　ご存じ、ハマちゃんとスーさんの釣りバカコンビが繰
り広げる珍騒動を描いた人気シリーズ。
　今回上映される釣りバカ日誌８は、福島県いわき市を
舞台とした笑いあり、感動ありの親子で楽しめる映画で
す。皆さんぜひご覧ください。
●日　時：７月 16 日（土）
　午後２時、午後６時からの２回上映
●会　場：学びいなホール
●料　金：入場無料　　●定　員：各回 500 人
　※６月 20 日（月）から学びいなの窓口で整理券の配布
　をしています。当日入場は、定員に達していない場合
　だけ可能となります。
●主　催：猪苗代町体験交流協会

■「釣りバカ日誌８」映画上映会

■福島大学から「おはなしキャラバン」
　がやってくる
　福島大学児童文化研究会童話部の「おはなしキャラバ
ン」が町にやってきます。楽しいおはなしや手作り大型
絵本などのほかにも、うたあそびを通して、子どもたち
と学生が交流する時間なども予定しています。お気軽に
ご来場ください。
●日　時：８月 10 日（水）午前 10 時～午前 11 時 30 分
●会　場：学びいなホール
●対　象：小学校低学年以下の児童・幼児、保護者
●料　金：入場・観覧無料
　※上靴を持参してください

■ホタル・星空観賞会

  　　　　　　　　猪苗代町体験交流協会からのお知らせ　

　楽しい話、昔の暮らしの話や妖怪の話など面白おかし
く語ります。今回は会津万歳伝承者の樋口充さん、樋口
弘一さんを特別ゲストに迎え、民話、会津万歳や民謡な
ど見どころ満載で開催します。
みんな来てくなんしょ。
●日　時：７月 18 日（月・祝）
　午後１時 30 分～午後４時 30 分（開場午後１時）
●会　場：学びいなホール
●料　金：入場無料
●主　催：いなわしろ民話の会
●問い合わせ先：☎ 080（3146）7130（鈴木）

■第17 回町民登山教室　参加者募集

■第10 回いなわしろ民話祭り

　500 人以上収容できる学びいなホールが、客席の無
い平土間に大変身！見慣れない空間にビックリ！
●日　時：７月 24 日（日）、25 日（月）の２日間
　両日とも午前 10 時～午後３時まで
●会　場：学びいな
●内　容：学びいなで活動する皆さんの作品展示、販売
　や駄菓子などの食べ物の販売もあります（収益金の一
　部は、社会福祉協議会に寄付されます）。亀ヶ城ウォー
　クラリー、歴史探訪や自然散策。鶴亀川にホタルのエ
　サとなるカワニナを放流するなど、亀ヶ城公園の自然
　環境を利用した体験も盛りだくさん。駐車場には、大

　人気のミニＳＬもやってきます。夏だからできること
　がたくさんあります。見て、触れて、体験しよう！
※詳しくは７月中旬
の新聞折込チラシを
ご覧ください。

映画上映会のお知らせ

　県内各地を巡る移動こども映画上映会が、本町で開催
されます。今回は子どもに人気の３作品を上映します。
親子そろってお楽しみください。
●日　時：７月 17 日（日）　午後１時 30 分～
●会　場：学びいなホール
●内　容：
　・3 丁目物語～うちのタマ知りませんか？～（30 分）
　・いなかのねずみと町のねずみ（10 分）
　・藤城清治 影絵劇「銀河鉄道の夜」（48 分）
●料　金：入場無料　　●定　員：500 人
　※満席になり次第、入場をお断りする場合があります。
●主　催：財団法人　福島県文化振興事業団
●問い合わせ先：県文化センター事業課
　☎ 024（534）9191

■移動こども映画上映会

観賞会を開催します

●申込み：①氏名②性別③生年月日④住所⑤電話番号を
　明記の上、猪苗代山岳会会長・江花俊和あてにファク
　スで申し込んでください。FAX（62）4457　
●主　催：猪苗代山岳会
●問い合わせ先：☎ 090-2798-8346（江花）

（写真）昨年の学びいな
夏祭りの様子。子どもた
ちがホタルの成長を願い
ながら、エサとなるカワ
ニナを放流した



広報 猪苗代  2011-7    2425    2011-7  広報 猪苗代

ら
れ
る
な
ど
、
本
町
の
生
態
系
に
悪

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
を
釣
っ
て
し

ま
っ
た
ら
？

　

こ
れ
か
ら
夏
休
み
に
入
り
ま
す
。

自
由
研
究
な
ど
で
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ

を
釣
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
特
定
外
来

生
物
は「
運
搬
」も
禁
止
さ
れ
て
い

る
の
で
、
元
に
戻
す
か
、
そ
の
場
で

処
分
す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
独
自
の
生
態
系
を
守
る
た
め
、

特
定
外
来
生
物
の
防
除
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
特
徴
は
？

　

体
長
は
15
㌢
前
後
で
体
型
は
が
っ

し
り
。
第
１
胸
脚（
は
さ
み
脚
）の

可
動
肢
の
付
け
根
に
白
い
模
様
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
本
州
で
採
取
さ
れ

る
ザ
リ
ガ
ニ
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
メ
リ

カ
ザ
リ
ガ
ニ
で
、
規
制
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
業
務

☎（
62
）２
１
１
２

生
態
系
を
守
る
た
め
外
来

生
物
の
駆
除
を

　

ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
は
、
県
内
で
は

児
童
扶
養
手
当
の
届
け
出

な
ど
に
つ
い
て

　

こ
の
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る
た
め

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▼
支
給
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど

も
を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、

も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
人
。

※
子
ど
も
の
年
齢
は
、
18
歳
の
誕
生

日
を
過
ぎ
、
最
初
の
３
月
31
日
を
迎

え
る
ま
で（
中
度
以
上
の
障
が
い
が

あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
子
ど
も

⑤
そ
の
他（
父
ま
た
は
母
が
１
年
以

上
遺
棄
し
て
い
る
子
ど
も
、
父
ま
た

は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

懐
胎
し
た
子
ど
も
な
ど
）

＊
次
の
よ
う
な
場
合
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
が

○
父
ま
た
は
母
の
死
亡
で
支
給
さ
れ

る
公
的
年
金
ま
た
は
遺
族
補
償
を
受

所
得
制
限
限
度
額
表
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
手
当
額（
月
額
）は

　

監
護
・
養
育
す
る
子
ど
も
の
数
や

受
給
資
格
者
の
所
得
な
ど
に
よ
り
決

め
ら
れ
ま
す
。

○
児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給　

４
万
１
５
５
０
円

一
部
支
給　

４
万
１
５
４
０
円
か
ら

９
８
１
０
円
ま
で
の
金
額

○
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目　

５
０
０
０
円
、
３
人
目
以

降
１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

▼
手
当
を
受
け
る
手
続
き

　

次
の
書
類
を
添
え
て
保
健
福
祉
課

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

①
認
定
請
求
書

②
請
求
者
と
対
象
に
な
る
子
ど
も
の

戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
お
よ
び
世
帯

全
員
の
住
民
票

③
そ
の
他
必
要
な
書
類

　

所
得
制
限
限
度
額
や
必
要
な
書
類

な
ど
、
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

保
健
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

震
災
に
よ
る
町
税
の
徴
収

猶
予
に
つ
い
て

　

今
回
の
震
災
で
、
町
税
を
一
時
に

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
徴
収

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。

○
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
た

り
、
里
親
に
預
け
ら
れ
た
と
き

父
母
ま
た
は
養
育
者
が

○
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
き

○
婚
姻
の
届
け
出
は
し
て
い
な
く
て

も
、
事
実
上
の
婚
姻
関
係（
内
縁
関

係
な
ど
）が
あ
る
と
き

▼
所
得
制
限

　

受
給
資
格
者
の
前
年
の
所
得（
課

税
台
帳
上
の
所
得
に
、
父
、
母
ま
た

は
子
ど
も
が
受
け
取
っ
た
養
育
費
の

８
割
を
合
算
し
た
額
）が
一
定
の
額

を
超
え
る
場
合
は
、
そ
の
年
度（
８

月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）は
、
手

当
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
扶
養
義
務
者（
同
居
の
直

系
血
族
お
よ
び
兄
弟
姉
妹
）な
ど
の

所
得
に
よ
る
所
得
制
限
も
あ
り
ま
す
。

の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
徴
収
の
猶
予
は
、
あ
く
ま
で

町
税
の
徴
収
を
一
定
期
間
猶
予
す
る

も
の
で
あ
り
、
税
額
自
体
を
減
額
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
対
象
税
目　

23
年
度
分
の
固
定
資

産
税
、
町
県
民
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
法
人
町
民
税

②
猶
予
期
間

　

原
則
と
し
て
１
年
以
内

③
申
請
時
期　

随
時

④
申
請
方
法　

　

税
務
課
収
納
業
務
で
受
け
付
け

※
申
請
に
あ
た
っ
て
は
納
付
計
画
な

ど
の
相
談
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

収
納
業
務

☎（
62
）２
１
１
３

「
い
な
わ
し
ろ
聖
苑
」の
修

繕
工
事
を
実
施

　

老
朽
化
に
伴
う
、
い
な
わ
し
ろ
聖

苑
火
葬
炉
の
修
繕
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
７
月
15
日
か
ら
７
月
31
日

ま
で
は
、
使
用
で
き
る
火
葬
炉
が
１

基
に
な
り
、
火
葬
の
受
け
付
け
も
１

日
２
件
ま
で
に
な
り
ま
す
。
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
の
受
け
付
け
は
、
町

内
の
人
だ
け（
町
内
へ
の
避
難
者
を

含
む
）に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

☎（
62
）２
１
１
４

いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ

生　

活

地
域
の
生
態
系
に
被
害
を
及
ぼ
す
生

物
の
こ
と
で
す
。

　

特
定
外
来
生
物
を
保
管
し
た
り
、

飼
育
し
た
り
、
別
な
場
所
に
運
搬
し

た
り
、
誰
か
に
譲
っ
た
り
、
譲
り
受

け
た
り
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
県
の
調
査
で
は
、

猪
苗
代
湖
か
ら
も
目
撃
情
報
が
寄
せ

小
野
川
湖
や
桧
原
湖（
北
塩
原
村
）

な
ど
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
特

定
外
来
生
物
で
す
。

　

特
定
外
来
生
物
と
は
、
も
と
も
と

そ
の
地
域
に
生
息
し
て
い
な
か
っ
た

外
来
生
物
の
う
ち
、「
特
定
外
来
生

物
防
止
法
」で
指
定
さ
れ
た
も
の
を

言
い
ま
す
。
在
来
の
生
物
を
補
食
し
、

お
願
い

【後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証の申請について】
　住民税非課税の世帯に属している後期高齢者医療被保険者は「後期高齢者医療限度
額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関の窓口に提示すると、入院したときの負
担が軽減されます。現在入院している人、またはこれから入院を予定している人は、
認定証の申請手続きができます。申請した月の初日から適用されます。

ウチダザリガニは、持ち帰り
家で飼育することも禁止です。

区　分 １カ月あたりの窓口負担限度額 １食あたり

認
定
証
な
し

現役並み所得者
（課税所得 145 万円以上）

81,000 円＋（かかった医療費－267,000 円）×１％
（12 カ月のうち４回目以降は 44,400 円）

260 円

一　　　般 44,400 円

認
定
証
あ
り

区　分　２
（住民税非課税世帯）

24,600 円
90 日までの入院

210 円
91 日以上の入院

160 円

区　分　１
（住民税非課税世帯）

15,000 円 100 円

【認定証の申請に必要になるもの】
ア　後期高齢者医療被保険者証 　　イ　印鑑
ウ　過去１年以内に入院したときの領収書や入院証明書など（91 日以上入院の場合）
エ　現在お持ちの限度額適用・標準負担額減額認定証
※ウとエは、該当する人だけ持ちください。

【注意事項】
　入院の際は、必ず認定証と保険証を一緒に医療機関の窓口に提示してください。提
示しない場合は減額されません（「一般」と同じ負担となります）。また、継続して入
院の場合は、月に一度は医療機関の窓口に提示してください。 
　認定証を医療機関の窓口に提示した月の初日から減額されます。前月以前にさかの
ぼって減額することはできません。
　　　　　　　　　　　■問い合わせ先　町民生活課　国保年金業務　☎（62）2114

※入院日数が 91 日以上になった場合は、長期入院認定のために再度申請をしてください。

※

【入院時の窓口負担限度額と食事代】

扶養親族
などの数

本　　人 扶養義務者
の限度額全部支給 一部支給

０人 190,000 1,920,000 2,360,000
１人 570,000 2,300,000 2,740,000
２人 950,000 2,680,000 3,120,000
３人 1,330,000 3,060,000 3,500,000
４人 1,710,000 3,440,000 3,880,000
５人 2,090,000 3,820,000 4,260,000

所得制限限度額表 （単位：円）
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卒業程度の学力を有する人。
●受付期間　
　７月 13 日（水）～８月 12 日（金）
※郵送の場合は、当日消印有効
●１次試験日　９月 18 日（日）
●会場　会津大学
●内容　教養試験と事務適性試験
　詳しくは下記まで問い合わせてく
ださい。
問会津若松地方広域市町村圏整備組
合事務局総務課総務係
　☎（24）6311

　 磐越道沿線地域の交流
　 イベントに補助金交付

　磐越自動車道沿線都市交流会議で
は、磐越道沿線の地域間交流に役立
つスポーツ交流事業、観光ＰＲ事業
や調査・研究事業などをする団体に
対し、補助金を交付します。補助率
は補助対象経費の２分の１（上限 3
万円）です。詳しくは、事務局まで
問い合わせてください。
　会津若松市地域づくり課
　振興合併グループ
　☎（39）1202　FAX（39）1403
　       shinko@tw.city.aizuwakamatsu.
     fukushima.jp
　HP  http://www.banetsu-koryu.jp/

　 水辺の遊びや花火など
　 夏の事故に気をつけて

　湖水浴やキャンプの季節を迎え、
釣り、バーベキューや水辺の遊びな
どの機会が増えるようになりました。
雨による急な河川の増水や浸水など
に気をつけて、事故防止に努めま
しょう。バーベキューやキャンプに
は薪や花火など、火の取り扱いがつ
きものです。楽しい思い出を残すた
めにも、水バケツなどを準備して火
の後始末をしっかりしましょう。
　万が一、事故が発生してしまった

ら、冷静に 119 番通報し、近隣の
人と協力して対応するように心がけ
てください。
問猪苗代消防署　☎ （62）4433

　 散歩しながら楽しめる
　 湖畔の森の散策会開催
　
　天鏡閣裏山の湖畔の森で、ネイ
チャーガイドによる散歩感覚の散策
会「ぶらぶら散歩　湖畔の森の生き
物探し」を開催します。オリジナル
昼食、ピザ焼き体験や天鏡閣の見学
など盛りだくさんの内容です。
●開催日時　７月 17 日（日）
   午前 9 時受付開始、９時 30 分出発
●会場　猪苗代湖畔の森自然散策路
　料金や詳しい内容などは、下記ま
で問い合わせてください。
問天鏡閣　☎（65）2811

編
集
後
記

暮らしの情報広場

　出入国管理の最前線で
　活躍する警備官を募集

　仙台入国管理局では、出入国管理
の第一線で活躍する入国警備官を募
集しています。
●受験資格
　昭和 63 年 4 月 2 日から
　平成６年 4 月 1 日生まれの人
●受験申込受付期間
　インターネットの受付期間
　７月 19 日（火）～７月 26 日（火）
　郵送または持参の受付期間
　７月 19 日（火）～８月２日（火）
●１次試験日　９月 25 日（日）
● 1 次合格発表　10 月 12 日（水）
● 2 次試験日　10 月 18 日（火）、
　19 日（水）　
●最終合格発表
　11 月 15 日（火）
　詳しくは、下記まで問い合わせて
ください。
問仙台入国管理局　総務課
　☎ 022（256）6076
　人事担当　長田・片桐・水島

　  地元の安全を守る消防
　  職員と救急救命士募集

　会津若松地方広域市町村圏整備組
合では、来年採用予定の消防職員と
救急救命士を募集します。
●採用職種および採用予定人数
　消防職員　　12 人程度
　救急救命士　若干名

　※消防署などで警防、予防、救急
などの業務に従事。男女とも原則と
して深夜業を含む交代制勤務です

（６カ月間の消防学校研修後、　各所
属に配属）。
●受験資格
　高等学校卒業程度の学力を有し、
昭和 59 年 4 月 2 日から平成６年 4
月 1 日までに生まれた人。身体基
準は身体強健な人。
　救急救命士については、昭和 59
年 4 月 2 日以降に生まれ、救急救
命士法による救急救命士の免許を取
得している人。
●受付期間
　７月 13 日（水）～ 8 月 12 日（金）

（問い合わせは午前８時 30 分から
17 時 15 分まで。土、日、祝日は除く）
●１次試験日　９月 18 日（日）
●会場　教養試験　会津大学
　　　　体力試験　同大学体育館
　詳しくは下記まで問い合わせてく
ださい。
問会津若松地方広域市町村圏整備組
合消防本部総務課総務グループ
　☎（59）1400

　  地元のために若い力を
　  整備組合の職員を募集
　
　会津若松地方広域市町村圏整備組
合では、24 年４月採用予定の職員
を募集します。
●採用職種および採用予定人数
　行政職　若干名
●受験資格
　昭和 59 年４月２日から平成６年
４月１日までに生まれた人で、高校

募　　集

Life Information

　猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
　発生状況（平成 23 年５月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

◎５月には、万引き事件・自転車盗が発生してい
ます。
◎犯罪をしない、させない環境を、地域みんなで
作っていきましょう。

◎雨天時は、制動距離が伸び、視界不良となるこ
とから、事故発生率は晴天時の４倍になります。
車間距離を大きく取り、暗いときには昼間でもラ
イトを点灯するように心がけましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 23 年 平成 22 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 31 41 -10     -24.4
磐 　 梯 　 町 8 12 -4     -33.3
裏 　 磐 　 梯 5 4 1      25.0

　　　計 44 57 -13     -22.8

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
23 年 22 年 23 年 22 年 23 年 22 年

窃盗犯計 25 33 8 10 5 4
空き巣 1
金庫破り
事務所荒らし
出店荒らし 1 1
倉庫荒らし
侵入盗その他 2 1 1 1 1
置引き 1
車上ねらい 1 1 1 1 1
部品ねらい
脱衣場ねらい 2 2
自販機ねらい 1
万引き 8 8
職場ねらい 2
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 7 4 2 7 1 2
非侵入盗その他 1 11 3 1 2
自動車盗 1
オートバイ盗
自転車盗 3 1 1
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1
詐欺・横領 3 2

遺失物等横領 1
器物損壊 1 3 1

その他の刑法犯 2 1 1
総　計 31 41 8 12 5 4
増　減 -10 -4 1

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 36 44 3 10 1 3
増　　減 -8 -7 -2
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東
日
本
大
震
災
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影
響
で
、

今
年
の
夏
は
電
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懸
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力
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、
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ま
め
な
水
分
補
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し
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だ
さ
い
。（
大
坂
）

お知らせ

   今月の納期
（納期限８月１日）

●固定資産税   第２期分

●国民健康保険税

 　　　　　　　 第１期分

●介護保険料   第１期分

●上下水道使用料 

　　　　　　　    ７月分

お悔やみ申し上げます
（ ５月 15 日～６月 14 日受付分※敬称略 ）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

大束　あさ 84 あさ 名古屋町

安部　森道 86 義信 田子沼

大坂千代信 93 恭一 新屋敷

稲村ときゑ 77 修 見禰
黒田　孝雄 84 清哲 幸野
蓮沼ヨシ子 94 ヨシ子 川桁
本多　寅喜 85 寅喜 桜ケ丘

大塚ハルノ 98 泰一 川桁
佐藤カズ子 92 カズ子 樋ノ口

佐藤　　傳 60 傳 名家
長谷川春雄 90 芳春 見禰山

森口　一已 84 一已 蒲谷地

渡部　孝子 80 輝夫 翁島駅前

渡部　スミ 93 愼一 小田
星　　和子 61 和子 半坂
鈴木マツ子 88 久数 堤崎
小椋　改次 89 盛雄 達沢
穴澤　キン 93 洋平 渋谷
小椋　セキ 94 セキ 下舘
鈴木　ステ 97 幹男 酸川野

渡部ハツヨ 94 佐代子 幸野
池島　ヨシ 99 實 半坂
五十嵐忠男 79 勘充 五十軒

大桃タケヨ 76 直四郎 樋ノ口

狩野　和章 69 和章 六角
小川　仲子 91 仲子 桜ケ丘
喜多見理惠子 58 利雄 新在家

鈴木　幸吉 62 幸吉 西舘

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

町の人口

  23 年５月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　15,721 人
　　世帯数　　　  4,932 戸
　　出生　14 人　  転入　 66 人
　　死亡　12 人  　転出　 50 人

　 善意をありがとう

○社会福祉事業協力金として
　佐藤　隆さん（高森）  50,000 円
○ふるさと納税
　阿部　正吉さん（埼玉県）
　　　　　　　　　   300,000 円
　ほか、匿名の４人から
　　　　　　　　　　 75,000 円

　好評発売中！
●サマージャンボ宝くじ

●2000万サマー宝くじ

　◆発売期間
　　 7 月 11 日～７月 29 日
●東日本大震災復興宝くじ

　◆発売期間
　　 7 月 30 日～８月９日

これらの宝くじの収益金  
　は、東日本大震災の復
　　興のために活用され
　　ます。
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【材料】４人分
乾燥ヒジキ 12㌘・大根 400㌘・ニンジン 80㌘・コーン缶 
60㌘・枝豆 60㌘・シラス 40㌘・ミニトマト 8 個・白ゴマ  
適量

【作り方】
① 流水で洗ったヒジキを、たっぷりのお湯でさっと煮ま
す。その後、よく水を切っておきます。
② ５㍉角に切った大根とニンジンを熱湯の中に入れて、
さっと火を通します。
③ コーンは缶から出して水気を切り、枝豆はさやから出
しておきます。
④ ボウルで①、②、③を混ぜ合わせて器に盛ります。シ
ラスをのせ、ゴマをふりかけ、ミニトマトを添えれば出来
上がり。

【一人当たりの栄養量】　エネルギー 88㌔㌍、タンパク質
5.8㌘、脂質 1.8㌘、カルシウム 116㍉㌘、炭水化物 14㌘、
食物繊維 5.3㌘、塩分 0.5㌘

ヒジキと大根のサラダ
（骨粗しょう症予防メニュー）

■一口メモ■
　ヒジキとシラスはカルシウムが豊富な食材です。調味料は使用しませんが、シラスの塩味と素材
の味で十分に食べられる一品です。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　　№ 170

「え？名前で絵」

自分の名前の中で好きな龍
の字を大きく描

か

きました。
同じく好きな虹色に塗った
三本の線もお気に入りです。
名字はローマ字にして大砲
のデザインにしました。

日出山龍
りゅう

也
や

さん（５年）

書道「星座」

「座」は中の細かい部分に
気をつけて、全体のバラン
スを崩さないように注意し
て書きました。

「星」は上手に書けたと思
います。

吉田　真
ま

旺
お

さん（６年）

みんなの美術館
７月は緑小学校のお友達の作品です


